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平
成
26
年
度
同
窓
会
定
期
総
会
が

5
月
17
日（
土
）に
ラ
コ
華
乃
井
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　

学
校
か
ら
倉
田
学
校
長
、原
教
頭
、

宮
澤
教
頭
、東
海
支
部
か
ら
小
口
支

部
長
が
出
席
さ
れ
た
。大
久
保
会
長

は
挨
拶
で
、2
0
2
0
年
に
は
母
校

創
立
百
周
年
に
な
る
の
で
、そ
れ
に

向
け
て
会
員
の
協
力
を
要
請
し
た
。

倉
田
学
校
長
は
、生
徒
と
市
民
が
合

同
で
授
業
を
創
り
出
し
て
い
く
こ

と
、ま
た
生
徒
が
授
業
を
評
価
す
る

こ
と
、学
校
運
営
に
つ
い
て
も
評
価

が
行
わ
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
議
長
に
広
瀬
博
人
氏（
昭
和

27
卒
）を
選
び
、平
成
25
年
度
事
業
報

告
並
び
に
会
計
報
告
、監
査
報
告
、役

員
改
選
、平
成
26
年
度
事
業
計
画
並
び

に
予
算
案
が
審
議
さ
れ
、原
案
通
り
承

認
さ
れ
た
。

　

役
員
改
選
で
は
林
清
次
、河
西
克

朗
、伊
藤
勝
郎
、藤
澤
輝
雄
の
四
副
会

長
が
退
任
し
た
。従
来
は
副
会
長
が

退
任
す
る
と
参
与
に
な
っ
た
が
、今

回
は
会
員
か
ら
の
強
い
要
望
で
引
き

続
き
常
任
幹
事
と
し
て
残
っ
て
も
ら

う
こ
と
に
な
っ
た
。今
ま
で
の
経
験

を
生
か
し
た
活
躍
が
期

待
さ
れ
る
。

　

四
氏
の
退
任
に
伴
い

新
副
会
長
に
阿
部
義
弘

（
岡
谷
支
部
長
兼
任
）、中

村
守
男（
文
化
部
担
当
）、

北
沢
幸
子（
渉
外
部
担

当
）の
三
氏
が
選
任
さ
れ

た
。

　

今
年
度
の
事
業
計
画

で
は
、渉
外
部
が
各
支
部

の
組
織
強
化
と
支
部
相
互
の
連
携
の

促
進
、支
部
活
動
へ
の
積
極
的
支
援
、

在
校
生
の
活
動
支
援
な
ど
、文
化
部

が
研
修
旅
行
の
実
施
、各
種
講
習
会

の
開
催
な
ど
、広
報
部
が
会
報
の
発

行
と
永
年
購
読
者
の
拡
大
な
ど
を

上
げ
て
い
る
。

　

続
い
て
昭
和
41
年
卒
業
の
小
泉
進

氏
に
よ
る「
カ
ー
リ
ン
グ
と
諏
訪
地

方
の
関
わ
り
」と
題
す
る
講
演
が
行

わ
れ
た
。講
演
で
は
、諏
訪
が
カ
ー

リ
ン
グ
発
祥
の
地
で
あ
る
こ
と
、ソ

チ
五
輪
で
の
日
本
女
子
と
ロ
シ
ア

女
子
と
の
対
戦
の
ス
ラ
イ
ド
を
使

っ
て
カ
ー
リ
ン
グ
の
見
方
を
解
説

し
、更
に
カ
ー
リ
ン
グ
が
ビ
ジ
ュ
ア

ル
な（
視
覚
に
訴
え
る
）ス
ポ
ー
ツ

に
な
っ
て
き
た
こ
と
を
話
さ
れ
た
。

　

懇
親
会
で
は
退
任
し
た
副
会
長

四
氏
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。校
歌

と
逍
遥
歌
の
他
に
増
澤
三
平
先
生

の
木
遣
り
も
あ
り
、に
ぎ
や
か
な
う

ち
に
散
会
と
な
っ
た
。

平成26年度３年生進路希望状況 （平成26年11月１日現在）
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会
員
の
皆
様
お
元
気
で
お
過
ご
し
で

す
か
。
日
頃
よ
り
同
窓
会
活
動
に
ご
理

解
、
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
５
月
17
日
に
華
乃
井
ホ
テ

ル
に
於
い
て
同
窓
会
定
期
総
会
を
開
催

致
し
ま
し
た
。
学
校
か
ら
倉
田
校
長
先

生
を
は
じ
め
、
こ
の
春
よ
り
新
任
さ
れ

ま
し
た
原
全
日
制
教
頭
先
生
、
宮
澤
定

時
制
教
頭
先
生
、
ま
た
東
海
支
部
よ
り

小
口
支
部
長
の
ご
出
席
を
頂
き
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
25
年
度
事
業
報
告
と
会
計

報
告
、
26
年
度
事
業
計
画
と
予
算
案
な

ど
を
満
場
一
致
で
承
認
頂
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
二
年
に
一
度
の
役
員
改
選

の
年
で
あ
り
ま
す
。
私
、
微
力
な
が
ら

二
期
目
を
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
役

員
改
選
で
は
上
條
前
会
長
の
時
か
ら
長

年
副
会
長
を
務
め
て
頂
い
た
岡
谷
支
部

長
兼
任
の
林
清
次
さ
ん
、
文
化
部
長
の

藤
澤
輝
雄
さ
ん
、
広
報
部
長
の
河
西
克

朗
さ
ん
、
茅
野
支
部
長
兼
任
の
伊
藤
勝

郎
さ
ん
の
四
名
が
退
任
し
ま
し
た
。
四

名
の
方
か
ら
は
事
あ
る
毎
に
貴
重
な
助

言
を
頂
き
ま
し
た
。
今
後
も
い
ろ
い
ろ

な
ご
意
見
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

新
副
会
長
に
35
年
卒
の
阿
部
義
弘
さ

ん（
岡
谷
支
部
長
兼
任
）、
42
年
卒
の
中

村
守
男
さ
ん
、
44
年
卒
の
北
沢
幸
子
さ

ん
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
ご
支
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

6
年
後
の
母
校
創
立
百
周
年
に
向
け

て
、
来
年
に
は
実
行
委
員
会
を
発
足
さ

せ
る
予
定
で
す
。
新
役
員
の
皆
様
と
共

に
心
も
新
た
に
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ

て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
の
ほ
ど
お

願
い
致
し
ま
す
。　

定
期
総
会
開
催

平
成
26
年
度

平
成
26
年
度

同
窓
会
々
長
　
大
久
保
　
　
一

同
窓
会
々
長
　
大
久
保
　
　
一

二
期
目
に
向
け
て

二
期
目
に
向
け
て

　

台
風
に
よ
る
南
木
曽
町
の
土
石
流
、

御
嶽
山
の
噴
火
に
よ
る
噴
石
、
長
野

県
を
襲
っ
た
自
然
災
害
は
、
大
勢
の

命
と
自
然
、
そ
し
て
、
人
々
の
暮
ら

し
や
大
勢
の
家
族
の
平
和
を
奪
っ
た
。

　

幼
い
な
が
ら
昭
和
三
六
年
の
災
害

（
さ
ぶ
ろ
く
さ
い
が
い
）の
記
憶
が
蘇

っ
て
く
る
。

　

あ
れ
か
ら
五
〇
年
の
歳
月
が
流
れ

て
い
る
。
本
校
の
歴
史
を
紐
解
く
と
、

「
昭
和
三
四
年
八
月
一
四
日
、
台
風

七
号
に
よ
っ
て
上
川
の
堤
防
が
決
壊

し
、
小
和
田
田
ん
ぼ
を
押
し
流
し
た

泥
水
が
、
弁
天
町
の
校
舎
を
泥
海
に

化
し
た
。」と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い

た
。「
先
生
と
生
徒
は
、
お
盆
に
も
か

か
わ
ら
ず
首
ま
で
泥
水
に
つ
か
り
、

流
れ
出
す
備
品
を
手
当
た
り
次
第
か

き
集
め
た
。」そ
の
光
景
が
今
日
の
ニ

ュ
ー
ス
を
見
て
い
る
と
目
に
浮
か
ぶ

よ
う
で
あ
る
。

　

富
士
山
は
、
一
〇
年
以
内
に
噴
火
す

る
か
も
し
れ
な
い
、
と
あ
る
雑
誌
で
読

ん
だ
。
震
度
七
以
上
の
地
震
が
い
つ
来

て
も
お
か
し
く
な
い
と
、
テ
レ
ビ
の
評

論
家
が
話
し
て
い
る
。
諏
訪
実
業
高
校

の
地
盤
が
少
し
ず
つ
下
が
っ
て
い
る
こ

と
は
、
グ
ラ
ン
ド
と
体
育
館
の
間
を
通

る
た
び
に
感
じ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

今
年
度
、
災
害
に
あ
わ
れ
た
皆
様
に

心
よ
り
哀
悼
の
意
を
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
自
分
の
こ
と
の
よ
う

に
、
危
機
管
理
の
大
切
さ
を
痛
感
し
ま

す
。
登
校
さ
せ
る
か
、
休
ま
せ
る
か
。

早
く
帰
す
か
、
授
業
を
続
け
る
か
。
今

年
も
何
度
と
な
く
決
断
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
面
が
あ
り
ま
し
た
。
お
か

げ
さ
ま
で
大
過
な
く
過
ぎ
た
が
、
今

後
の
自
然
災
害
か
ら
、
人
命
を
第
一

に
考
え
、
さ
ら
に
大
勢
の
先
輩
か
ら

譲
り
受
け
た
校
舎
・
体
育
館
・
グ
ラ

ン
ド
・
備
品
等
を
守
り
通
し
て
い
く

こ
と
も
使
命
と
考
え
る
。
そ
し
て
、

目
に
見
え
な
い
伝
統
と
信
頼
、
同
窓

生
・
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
絆
を
次
の

世
代
に
引
き
継
い
で
行
き
た
い
と
改

め
て
考
え
る
。

　

生
徒
に
は
「
〜
で
、
〜
か
ら
」
と

省
略
し
て
伝
え
て
き
ま
し
た
が
、

「
自
分
で
考
え
て
、
自
分
か
ら
行
動

す
る
」
姿
勢
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

進
路
指
導
の
一
番
重
要
な
こ
と
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
「
自

分
で
考
え
て
、
自
分
か
ら
行
動
す

る
」
と
い
う
主
体
的
な
姿
勢
が
仕
事

や
学
校
を
選
ぶ
こ
と
だ
け
に
限
ら
ず
、

こ
れ
か
ら
の
人
生
の
様
々
な
局
面
に

お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
す
と
考

え
て
い
る
か
ら
で
す
。
進
学
す
る
に

せ
よ
就
職
す
る
に
せ
よ
、
こ
の
時
期

の
選
択
が
自
分
の
人
生
を
あ
る
程
度

決
定
す
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
自

分
の
進
路
を
考
え
る
こ
と
は
自
分
の

人
生
を
考
え
る
こ
と
、
即
ち
人
生
設

計
を
す
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
は
自
分
に
し
っ
か
り
と
向
き
合

い
、
真
摯
な
姿
勢
で
自
分
自
身
と
対

話
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

進
路
に
関
す
る
様
々
な
情
報
を
集

め
、
自
分
の
適
正
や
興
味
な
ど
を
総

合
的
に
判
断
し
、
「
自
分
で
考
え
て
、

自
分
か
ら
行
動
す
る
」
と
い
う
姿
勢

を
身
に
つ
け
、
こ
の
地
域
社
会
で
思

う
存
分
活
躍
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

定
期
総
会
開
催

定
期
総
会
開
催

会　

長　

大
久
保　

一
（
43
年
卒
）

副
会
長　

宮
下　

孝
正
（
34
年
卒
・
渉
外
部
）

　

〃　
　

阿
部　

義
弘
（
35
年
卒
）

　

〃　
　

武
井　

範
好
（
36
年
卒
・
渉
外
部
）

　

〃　
　

村
田
美
香
子
（
37
年
卒
・
文
化
部
）

　

〃　
　

中
村　

守
男
（
42
年
卒
・
文
化
部
）

　

〃　
　

伊
藤　

久
典
（
43
年
卒
・
広
報
部
）

　

〃　
　

花
岡　

廣
子
（
43
年
卒
・
文
化
部
）

　

〃　
　

北
沢　

幸
子
（
44
年
卒
・
渉
外
部
）

　

〃　
　

新
妻
比
佐
志
（
53
年
卒
・
渉
外
部
）

　

〃　
　

増
澤　

義
治
（
57
年
卒
・
文
化
部
）

監　

事　

岩
波　

政
雄
（
41
年
卒
）

　

〃　
　

三
井　

安
雄
（
47
年
卒
）

事
務
局　

小
平　

紀
文
（
59
年
卒
・
学
校
）

　

〃　
　

小
口
祐
希
枝
（
学
校
）

　

秋
の
叙
勲
で
笠
原
邦
義
さ
ん（
80
）

が
地
方
自
治
の
功
労
で
旭
日
単
光
章

を
受
章
さ
れ
た
。

　

笠
原
さ
ん
は
諏
訪
市
中
洲
神
宮
寺

に
生
ま
れ
た
。
諏
訪
実
業
高
校
を
卒

業
後
、
市
内
の
会
計
事
務
所
に
勤
務
。

所
長
の
勧
め
で
中
央
大
学
法
学
部
の
通

信
教
育
を
受
け
、
1
9
6
0
年
に
税
理

士
の
資
格
を
取
得
し
た
。
翌
年
自
宅
に

会
計
事
務
所
を
開
い
て
独
立
。
66
年
に

辰
野
町
平
出
に
事
務
所
を
移
し
、
現

在
に
至
っ
て
い
る
。

　

諏
訪
市
議
会
議
員
を
3
期
12
年
努

め
た
後
、
96
年
か
ら
10
年
以
上
に
わ

た
り
諏
訪
市
の
代
表
監
査
委
員
を
務

め
た
。
予
算
の
執
行
状
況
や
財
産
管

理
、
公
営
企
業
の
経
営
状
況
な
ど
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、「
無
駄
は
な
い
か
、
効

率
的
な
運
営
か
公
正
に
見
て
き
た
」

と
語
る
。「
議
員
と
会
計
の
両
方
の
経

験
が
あ
っ
た
の
で
よ
か
っ
た
と
思
う
。

何
で
も
遠
慮
な
く
助
言
し
て
き
た
の

で
憎
ま
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
か
な
」

と
振
り
返
る
。
老
朽
化
し
た
市
有
施

設
の
改
善
を
促
す
な
ど
、
多
角
的
な

提
言
を
心
掛
け
て
き
た
。

　

こ
の
た
び
の
受
章
に
つ
い
て「
多

く
の
人
の
ご
指
導
と
ご
協
力
で
受
章

で
き
た
」と
感
謝
す
る
。

　

現
在
は
事
務
所
長
を
長
男
に
譲
っ

た
が
、
毎
日
事
務
所
に
出
向
い
て
顧

客
の
相
談
に
応
じ
て
い
る
。
趣
味
は

囲
碁
と
、
妻
に
勧
め
ら
れ
て
始
め
た

短
歌
だ
と
言
う
。

　
　
　
　
　

★　

★　

★

　

笠
原
さ
ん
は
永
年
に
わ
た
り
母
校
同

窓
会
の
役
員
を
務
め
、
特
に
母
校
創
立

80
周
年
の
折（
1
9
9
0
年
）に
は
同
窓

会
長
と
し
て
記
念
事
業
の
実
行
委
員
長

を
務
め
た
。
ま
た
、
永
年
に
わ
た
り
母

校
生
徒
の
就
職
活
動
を
支
援
し
て
い
る
。

災
害
の
怖
さ
と
使
命

災
害
の
怖
さ
と
使
命

新
副
会
長
に
阿
部
・
中
村
・
北
沢
の
三
氏

　
前
副
会
長
の
林
・
河
西
・
伊
藤
・
藤
澤
の
四
氏
は
常
任
幹
事
に

平
成
26
・
27
年
度
役
員

平
成
26
・
27
年
度
役
員

学
校
長
　
倉
　
田
　
吉
　
春

学
校
長
　
倉
　
田
　
吉
　
春

進
路
指
導
主
事
　
福
澤
　
憲
一

進
路
指
導
主
事
　
福
澤
　
憲
一

自
分
で
考
え
て
、

自
分
か
ら
行
動
す
る

自
分
で
考
え
て
、

自
分
か
ら
行
動
す
る

さ
ん

く
に
よ
し

く
に
よ
し

笠
原
　
邦
義

笠
原
　
邦
義

（
昭
和
27
年
卒・諏
訪
市
）

（
昭
和
27
年
卒・諏
訪
市
）

さ
ん

講演する小泉氏


